

























  →まずは奈良県立の病院図書室が対象 
   →今後は県立以外の病院も対象？ 
 
・自学の附属病院看護研究誌「葦」を収載開始 
  →研究情報を広く頒布することに対しては同意を得られた 
   →院内発表分のみの掲載となった 
     ※院外発表分は他院での看護師が多く、許諾を得るのが困難 
      なため断念 
 
現在2005年度分から2010年度分まで登録済み 
（2005年から過去分も随時遡及入力中）     
・ILL受付件数（2012年度）※FAXでの受付は除く 
  →3045件中1113件(約4割)が病院誌、看護研究誌 
 
・ILL依頼件数（2010年度～2012年度） 










  →受付の場合は奈良県内の病院誌、看護誌が 
   多数を占めている 
  →依頼の場合も申込機関が限られる 




  →もしくは高額な医中誌などへの申込を  
         余儀なくされる 


















  →収載対象誌の編集担当部署との調整が必要 
   →著作権の所在の確認 




  →上記の件を含む、病院図書室側の意見を聞くことが出来た 
MIS29での反応 
人も時間も 
お金もない 
とにかく 
難しそう 
立場上口出し 
できない 
興味はあるけれど・・・ 
機関誌を重要視
していない 
MIS29を通じて・・・ 
病院図書室の現状を知り、今後
の共同リポジトリ化に対する課
題が見えてきた 
今後は、参加を打診するだけで
はなく、実際に出向き、関係部
署、所属医師、看護師との直接
対話が必要（説明会の実施等） 
つまりこれまで以上に周知活動
に力を入れる必要がある 
それでも窓口となるのはやはり図書室、 
またリポジトリ構築時にも、やはり病院図
書室のスタッフさん達との協力作業となる 
宜しくお願いいたします。 
今後の展望 
ご清聴 
有難うございました。 
 
 
 
